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磁場閉じ込め型核融合炉において、ダイバー

タは炉心から絶えず流入するプラズマによっ

て100MW/m2以上の熱負荷と粒子負荷に曝され

る。ダイバータ材料であるタングステン(W)の

耐久性から熱負荷を10MW/m2程度に抑える必

要があるため、冷却ガスによってダイバータと

プラズマを非接触の状態にする非接触プラズ

マの生成が提案されている。 

また、プラズマによってW中への燃料粒子の

吸蔵や、W表面の改質が報告されている。燃料

粒子のトリチウム(T)は放射性物質であり、安全

性と経済性の観点から炉材料へのTの吸蔵量を

管理し、最小限に抑える必要がある。また、表

面改質は燃料粒子の吸蔵特性やWの耐久性に

影響を与えるため、燃料粒子吸蔵特性と表面改

質特性の研究は重要である。 

非接触プラズマの生成によって、プラズマの

フラックスが減少することで、熱、粒子負荷共

に燃料粒子の吸蔵量やW表面の変化が減少す

る事が予想される。しかし、非接触プラズマ生

成時は高エネルギーの原子・分子が多数生成さ

れ、この原子・分子はW表面で分子から原子に

解離しやすく、内部に拡散しやすい事から燃料

粒子吸蔵量や、表面改質に特徴的な影響を与え

る可能性も考えられる。 

しかし、フルWダイバータを用いた大型実験

装置がまだ少ない事や、非接触重水素(D)プラズ

マを定常で生成することの出来る直線型装置

の少なさから、直線型装置を用いたプラズマや、

イオンビームに暴露したWの基礎特性につい

ての研究は広く行われているが、非接触プラズ

マ曝露によるW材料への影響を調査する実験

は報告されていない。 

そこで、本研究では非接触Dプラズマを定常生

成できる本研究室のダイバータ模擬装置

TPDsheet-Uを用いて、非接触プラズマ暴露によ

るWの表面改質と燃料粒子吸蔵量の特性を明

らかにする事を目的とする。 

実験では、放電電流値を40A~70Aまで変化さ

せ、接触ガス流量を0~150SCCMの間で変化させ

る事でフラックス0.58×1022/m2s1の接触プラズ

マとフラックス0.49×1022/m2s1の非接触プラズ

マを生成し、フルエンスが5.22×1025/m2になる

ように暴露した。D吸蔵量は接触プラズマ暴露

時の方が多く、表面観察では、接触プラズマ暴

露後の変化は無かったが、非接触プラズマ暴露

後は数nmオーダーで粒状の改質が暴露面全体

に発生している事を確認した(図1)。これは接触

プラズマ暴露実験で生成が報告されているブ

リスターと比較し非常に小さいため、非接触プ

ラズマによる特殊な表面改質が存在する事を

示唆している。 

ポスターでは、暴露前のWの表面状態の違い

による非接触プラズマによるW表面改質への

影響について報告する。 
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図 1.接触プラズマと非接触プラズマ暴露

後のW試料表面の SEM像 


